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略年譜
一九四九年一月二日
 東京都大田区に生まれる。
一九五五年四月

大田区立糀谷小学校入学
一九六一年三月

同
　　
右
　　　　　
卒業
一九六一年四月

大森第七中学校入学
一九六四年三月

同
　　
右
　　　
卒業
一九六四年 月

東京都立九段高等学校入学
一九六七年三月

同
　　
右
　　　　
卒業
一九六八年四月

東京教育大学文学部文学科漢文学専攻入学
一九七二年三月

同
　　
右
　　　　 　　　　　
卒業
一九七二年四月

東京教育大学大学院文学研究科中国古典攻修士課程入学
一九七五年三月

同
　
右
　　
修了
一九七五年四月

東京教育大学付属高校非常勤講師

（〜一九七六年三月）
一九七五年四月

京華商業高校非常勤講師

（〜一九七六年三月）
一九七六年四月

東京学芸大学付属 教諭

（〜一九七九年三月）
一九七九年四月

法政大学文学部日本文学科専任講師

（〜一九八一年三月）
一九八〇年四月

和光大学非常勤講師

（一九八六年三月）
一九八〇年四月

都留文化大学非常勤講師

（〜一九八三年三月）
一九八一年四月

法政大学文学部日本文学科助教授

（〜一九八七年三月）
一九八五年四月

東京大学・同 院非常勤講師

（〜一九八六年三月）
一九八五年四月

都留文科大学非常勤講師

（〜一九八六年三月）
一九八六年四月

中国・北京大学在外研究員

（〜一九八六年 月）
一九八七年四月

法政大学文学部日本文 科教授

（〜一九九五年三月）
一九八七年四月

和光大学非常勤講師（〜一九八九年三月）
一九八七年四月

青山学院

（〜一九九三年三月）
一九八八年四月

東京女子大学非常勤講師
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
（〜一九九三年三月）
一九九〇年四月

立教大学非常勤講師（一九九三年三月）
一九九三年三月

オランダ・ライデン大学在外研究員

（〜一九九四年三月）
一九九五年四月

東京女子大学文理学部日本文学科教授

（〜二〇〇九年三月）
一九九五年四月

法政大学・同大学院非常勤講師

（〜二〇一〇年三月）
一九九七年四月

東京大学非常勤講師（〜一九九八年三月）
二〇〇六年四月

大東文化 ・同 院非常勤講師

（〜二〇〇八年三月）
二〇〇九年四月

東
京女子大学現代教養学部人文学科日本文学

専攻教授（〜二〇一七年三月）
二〇〇九年九月三〇日博士（文学） （筑波大学）二〇〇七年四月一日

東京女子大学比較文化研究所長・丸山眞男

記念比較思想研究センター長

（〜二〇一一年三月）
二〇一一年四月一日

東京女子大学現代教養学部長

（〜二〇一五年三月）
二〇一五年四月 日

東京女子大学図書館長（〜二〇一七年三月）
〈学術論文〉
一九七六年七月

晩年の江總─「秋日遊昆明池」詩を手がかりに─
　
東京教育大学漢文学会会報三五号
一九七七年六月

顔之推の文學─「觀我生賦」を中心に─
　
東
京教育大学漢 学会会報三六号
一九七七年一一月

庾信と顔之推
　
東書国語一六八号
　
東京書籍
一九七 年三月

庾信詩論考─「擬詠懐二十七首」を中心に─
　
加賀栄治博士退官記念論集
　
講談社
一九八一年二月

羈旅する詩人達─「万葉集」と六朝文学と─
　
法政大学日本文学誌要二四号
一九八一年三月

駱賓王詩論─下獄から左遷まで─
　
法政大学
文学部紀要二六号
一九八四年五月

春望─杜甫の孤独な春─
　
講座現代の文学教
育
　
日本文学協会編
一九八四年三月

庾信の賦について（一）
　
法政大学文学部紀
要二九号
一九八四年六月

「楚辞」の飛翔
　
東書国語二四一号
　
東京書
籍
一九八四年八月

「九歌」ノート─屈原以前の〈楚辞〉につい
−21−
ての覚え書き─
　
日本文学誌要三〇号
一九八五年五月

韓
　
愈
　
漢文研究シリーズ一五
　
尚学図書
一九八六年三月

庾信の賦について（二）
　
法政大学文学部紀
要三一号
一九八七年三月

ひとのこゝろをたねとし ─『古今和歌集』序と『文心雕龍』原道編─
　
日本文学誌要
三六号
一九八七年一〇月

陶淵明「形影神三首」の内包する問題─佛教と〈贈答詩〉─
　
日本中国学会報三九集
一九八七年一二月

陶淵明と民俗─ 良辰奇懐に入る」について─
　
日本文学誌要三八号
一九九〇年三月

山に逃れる人々─中国の文学と自由の根拠・ノート─
　
日本文学誌要四二号
一九九一年一月

謝霊運の資性と文学
　
鎌田正博士八十寿記念
漢文学論集
　
大修館
一九九五年三月

俳優・仙人と漁翁─中国の演劇の特性について─
　
法政大学文学部紀要四〇号
一九九五年六月

謝霊運の「山居賦」について
　
中国文化五三
号
一九九五年 月

中国文学と自然 謝霊運を中心に─
　
東京女
子大学日本文学八四号
一九九七年七月

漢詩を通して見る中国
　
N
E
X
T
A
G
E
　
五一
号
　
住友商事
一九九八年三月

南朝時代の庾信の文学（上）
　
東京女子大学
日本文学八九号
一九九八年 月

南朝時代の庾信の文学（下）
　
東京女子大学
日本文学九〇号
二〇〇〇年三月

聖武天皇『雑集』所収「周趙王集」訳注〈Ⅰ〉
　
東京女子大学日本文学九三号
二〇〇〇年九月

聖武天皇『雑集』所収「周趙王集」訳注〈Ⅱ〉
　
東京女子大学日本文 九四号
二〇〇一年三月

北周趙王の文学
　
六朝学術学会報二集
二〇〇一年九月

聖武天皇『雑集』所収「周趙王集」訳注〈Ⅲ〉
　
東京女子大学日本文学九五号
二〇〇一年一 月

歴史をみつめる詩
　
しにか
V
ol.12/N
o.10　
大
修館
二〇〇一年一二月

後期庾信の表現姿勢
　「漢意とは何か」
　
東方
書店
二〇〇二年一 月

転調と追憶─杜牧と日本人の美意識─
　「し
にか」一三巻一一号
　
大修館
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二〇〇二年一〇月

阮籍「詠懐」詩の語り手
　
中国読書人の政治
と文学
　
創文社
二〇〇三年六月

乃ち知る兵なる者は是れ凶器─李白「戦城南」─
　
しにか
V
ol.14/N
o.6　
大修館
二〇〇四年三月

陶淵明「雜詩十二首」考─死生の相克の視点から─
　
六朝学術学会報五集
二〇〇四年一 月

北周趙王の文学と庾信の影響─聖武天皇宸翰『雑集』所収「周趙王集」に基いて─
　
日本
中国学会報五六集
二〇〇四年一 月

聖武天皇宸翰『雑集』所収「鏡中釈霊実集注解（その二十四）
　
續日本紀研究第三五三
号
二〇〇五年一 月

聖武天皇宸翰『雑集』所収「鏡中釈霊実集」注解（その二十七）
　
續日本紀研究第三五九
号
二〇〇六年五月

『史記』の現代性
　
漢文教室一九二号
　
大修
館
二〇〇六年六月

庾信「擬連珠」の表現と論理
　
中国文化六四
号
二〇〇七年三月

王粲の文学─宮廷詩人と流民の視座─
　
東京
女子大学日本文学一〇三号
二〇〇九年五月

六朝文学の中の庾信
　
創文五一九号
　
創文社
「創文」五一九号
二〇〇九年五月

三国時代の詩人と文
　
漢文教室一九五号
　
大修館
二〇一〇年五月

聖武天皇の思索と漢文─宸翰『雑集』所収と大仏建立の詔について─
　
新しい漢字漢文教
育五〇号
二〇一一年一月

『イソップ物語』受容の─側面─『伊娑菩喩言』の日本における受容について─
　『東京
女子大学比較文化研究所紀要』第七二巻
　
東
京女子大学比較文化研究所
二〇一三年六月

北周趙王「道會寺碑 」について─聖武天皇『雜集』の示す仏教再興
　『中国文化』第七一
号
　
中国文化学会
二〇一六年一〇月

現代の思想家と『論語』
　
新釈漢文大系・創
業一二〇周年記念特別季報
　
明治書院
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〈口頭発表〉
一九七三年一〇月

隋詩の一側面─庾信との関係から見た特徴─
　
東京教育大学漢文学会
　
昭和四八年度月例会
一九七四年一一月

薛道衡の文学
　
東京教育大学漢文学会
　
昭和
四九年度月例会
一九七五年六月

盧思道の文学について
　
東京教育大学漢文学
会
　
昭和五〇年度大会
一九七六年七月

顔之推の文学について
　
東京教育大学漢文学
会
　
昭和五一年度大会
一九七八年六月

庾信の文学について
　
東京教育大学漢文学会
　
昭和五三年度大会
一九七九年七月

羈旅の詩人たち
　
法政大学国文学会
　

一九七九年度大会
一九八〇年六月

駱賓王の文学について
　
大塚漢文学会
　
昭和
五五年度大会
一九八一年五月

陶淵明の文学について
　
東北中国学会
　
三〇
回大会
一九八一年一〇月

陶淵明「形影神三首」の内包する問題
　
日本
中国学会
　
三三回大会
一九八三年六月

「詩経」と「楚辞」への視点
　
大塚漢文学会
　
昭和五八年度大会
一九八三年一〇月

庾信の賦について
　
日本中国学会
　
三五回大
会
一九八六年一二月
 「文心雕龍」について
　
大塚漢文学会
　
昭和
六一年度月例会
一九九〇年六月

嵆康の文学と思想について
　
大塚漢文学会
　
平成二年度大会
一九九〇年六月

六朝知識人の相貌
　
法政大学国文学会
　

一九九〇年度大会
一九九七年五月

自然と人事─中国文学の場合─
　
文教大学国
文学会大会
　
講演
一九九七年七月

正岡子規文庫の漢籍
　
法政大学国文学会大会
　
一九九七年度大会
一九九八年五月

陶淵明の「飲酒十二首」について
　
中国文化
学会
　
平成一〇年度例会
一九九九年一二月

聖武天皇ののこしたもの
　
青山学院大学日本
文学会大会
　
講演
二〇〇〇年一〇月

庾信の文学的影響と北周王族の仏教思想
　
日
本中国学会
　
五二回大会
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二〇〇三年一〇月

明治知識人の言語世界
　
福島県国語教育研究
会
　
講演
二〇〇七年一二月

侯景の乱と庾信─「哀江南賦」論の基礎として─
　
中国文化学会
　
平成一九年度例会
二〇〇九年三月

『庾信と六朝文学』について六朝学術学会
　
一九回例会
二〇〇九年一二月

聖武天皇『雑集』の二三の問題点
　
中国文化
学会
　
平成二一年度例会
二〇一〇年六月

『イソップ物語』の日本と中国
　
中国文化学
会
　
平成二二年度大会
二〇一〇年一〇月

北周趙王「道会寺碑文」の問題点─聖武天皇『雑集』中の「周趙王集」に基づいて─
　
日
本中国学会
　
六二回大会
二〇一一年一一月
 『イソップ物語 と吉田松陰─幕末の対外認識について─
　
中国文化学会
　
平成二三年度
月例会
二〇一五年一 月

北周趙王「道会寺碑文」と仏教再興─聖武天皇宸翰『雑集』の価値─
　
東アジア仏教研究
会二〇一五年度年次大
二〇一六年六月

漢文が日本にもたらしたもの─ 六朝の文
学と日本─
　
都留文科大学国語国文学会講演
会
二〇一六年七月

六朝時代の文学─陶淵明と陶淵明以後─
　
全
国漢文教育学会教養講座
著書及び訳書
〈単著〉一九八四年二月

漢文学
　
法政大学通信教育部
一九八 年一月

漢文を読む本（国語教育叢書一〇）
　
三省堂
一九八 年三月

漢詩入門はじめのはじめ
　
東京美術
一九九三年二月

中国文芸史
　
法政大学通信教育部
二〇〇八年一二月

庾信と六朝文学
　
創文社
〈共著〉一九八二年八月

国語科指導資料集
　
東京法令
　
秋山虔編
一九八四年一月

中国思想文学通史
　
明治書院
　
中村璋八編
一九八五年一〇月

漢詩漢文名言辞典
　
東京書籍
　
鈴木修次編
一九八七年 月

中国の文学論
　
汲古書院
　
伊藤虎丸他編
二〇〇〇年一 月

詩語のイメージ
　
東方書店
　
後藤秋正・松本
肇編
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二〇〇五年一二月

漢文教育の諸相
　
大修館
　
田部井文雄編
二〇〇六年一一月

陶淵明─詩と酒と田園─
　
東方書店
　
安藤信
廣・大上正美・堀池信夫編
二〇〇九年一月

聖武天皇『雑集』所収「釈霊実集」研究
　
汲
古書院
　
東京女子大学古代史研究会
二〇一一年三月

愛と革命・有島武郎の可能性─〈叛逆者〉とヒューマニズム─
　
右文書院
　
栗原廣美君遺
稿集編集委員会
〈訳書〉一九八三年三月

「歴代表文集」注訳（一）
　
法政大学沖縄文化
研究所
　
沖縄文化研究一〇号
一九八四年 月

屈原（中国古典入門叢書）
　
日中出版
　
郭維
森著
一九八八年三月

「歴代表文集」注訳（二）
　
法政大学沖縄文化
研究所
　
同一四号
一九八九年二月

「歴代表文集」注訳（三）
　
法政大学沖縄文化
研究所
　
同一五号
一九九一年三月

「歴代表文集」注訳（四）
　
法政大学沖縄文化
研究所
　
同一七号

